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平成23年
第２回 議長　河 合 永 充６月定例議会報告６月定例議会報告

第
２
回
定
例
議
会
議
案

平成22年度永平寺町一般会計補正予算の専決処分の承認

平成22年度永平寺町介護保険特別会計補正予算の専決処分の承認

永平寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認

永平寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例の専決処分の承認

平成２２年度永平寺町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

平成２２年度永平寺町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告

平成 2 3年度永平寺町一般会計補正予算

永 平 寺 町 暴 力 団 排 除 条 例 の 制 定

永平寺町税条例の一部を改正する条例の制定

永 平 寺 町 景 観 条 例 の 制 定

永 平 寺 町 副 町 長 の 選 任

永 平 寺 町 人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦

安心・安全な地域社会づくりと農業の発展に向けた要請

安心・安全な地域社会づくりと農業の発展に向けた意見書

承認

承認

承認

承認

報告

報告

可決

可決

可決

可決

同意

適任

採択

可決

　去
る
七
月
五
日
、
竹
澤
一
敏
議
員
が

闘
病
の
甲
斐
も
な
く
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。　竹

澤
議
員
は
平
成
十
四
年
に
旧
永

平
寺
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

副
議
長
、
予
算
特
別
委
員
長
な
ど
歴

任
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　特
に
、
消
防
の
充
実
・
統
廃
合
に

お
力
を
注
が
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

訃報
【追　記】
　竹澤一敏議員が亡くなられたことによ
り、町議会に１名の欠員が生じました
が、選挙期日（平成22年７月11日）から
３ヶ月経過しており、議員の繰上補充は
できません。また、補欠選挙は３名以上
（定数の１／６以上）欠員が生じ、かつ
残任期間が６ヶ月以上の場合に実施いた
しますが、今回は欠員が１名なので、実
施しません。ただし、３名に満たない欠
員でも補欠選挙を実施する場合がありま
すが、それは、残任期間が６ヶ月以上で
町長選挙が行われる場合に限ります。

　皆様におかれましては平素より永平寺町議会に対しましてご指導ご理解を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　現在「行動する議会」「開かれた議会」｢提案する議会」の３本柱で議会運営に取り組んでお
ります。
　５月に議会報告会を開催し、７会場で町民108人の方にお越しいただきました。このときの
多くの貴重なご意見を、議会・委員会活動及び各議員活動に活かしていきます。また、運営の
上でいろいろなご指摘をいただきました。11月に開催予定の報告会では、より良い報告会がで
きるよう企画し、皆様の声が町政に反映され、ご理解と信頼をいただける議会となるよう努め
てまいります。
　また、2月に健康福祉施設(永平寺温泉)について町民との意見交換会を８会場で開催し、「推
進」「慎重」の多くのご意見を議会として聞かせていただきました。皆様のご意見を踏まえ、５
回に渡り温泉利活用特別委員会を開き、行政と運営業者とが結ぶ際の『募集要項・要求水準書』
に町民の声が反映されるよう、活発な議論を展開しました。
　現在どのような提案の業者が選ばれ、議会に示されるか、その結果を十分考慮し、議員は議
会での賛否の議決に臨んでまいります。
　今後とも、町民本位・町民感覚で、活発に議論する議会となるよう、強くすすめてまいります。

　平成23年第２回永平寺町議会定例会は、６月１日から同月13日までの13日間開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。
　なお、永平寺町副町長の選任に、永平寺町松岡葵１の田中博次氏を同意しました。
　また、永平寺町人権擁護委員候補者に、永平寺町山王の浅野清美氏が適任とされました。

永平寺町浄法寺山麓にある小さな滝。浄法寺山青少年旅行村に続く林道の途中にある。
落差６ｍの直瀑。浅いが滝つぼもある。表紙の写真【浄めの滝】

きよ
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平
成
二
十
三
年
度

一
般
会
計
補
正

　

 

予
算
案
審
議

 

総
務
課

問　

火
災
共
済
で
今
回
収
入

が
出
た
が
、
町
の
施
設
は
す

べ
て
保
険
に
入
っ
て
い
る
の

か
。

答　

ほ
ぼ
全
施
設
、
共
済
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
総

合
賠
償
責
任
保
険
と
い
う
の

に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

問　

除
雪
車
で
除
雪
の
時
の

物
損
事
故
の
対
応
は
？

答　

町
の
施
設
に
損
害
を
与

え
た
と
き
は
保
険
は
出
ま
せ

ん
が
、
一
般
の
場
合
は
、
歳

入
と
い
う
形
で
な
く
、
対
応

し
て
い
ま
す
。

 

企
画
財
政
課

問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
住

民
を
含
め
た
実
行
委
員
会
を

組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

答　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

と
も
出
場
を
含
め
て
、
ご
参

加
下
さ
る
よ
う
勧
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
実
行
委
員
会

は
組
み
ま
せ
ん
。

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
で
す
が
、
初
め
て
聞
き
ま

す
。
新
た
な
事
業
な
ら
、
要

綱
ら
を
示
し
て
議
会
に
相
談

し
て
ほ
し
い
。

答　

大
変
申
し
訳
な
い
。
次

の
機
会
に
お
示
し
し
ま
す
。

６
月
１
日
か
ら
の
施
行
で

す
。
町
内
会
が
主
体
的
に

地
域
の
課
題
の
解
決
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
取

り
組
み
に
支
援
す
る
も
の
で

す
。

問　

西
野
中
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
で
す

が
、
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ

い
。

答　

西
野
中
の
避
難
所
で

す
。
面
積
は
５
８
０
㎡
、
区

の
地
面
で
、
舗
装
し
て
、
避

難
所
と
駐
車
場
を
兼
ね
た
整

備
を
し
た
い
と
い
う
申
請
で

す
。

 

監
理
課

問　

本
庁
舎
の
耐
震
診
断
の

結
果
、
補
強
計
画
を
実
施
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

基
礎
の
松
の
木
の
杭
を
目
視

す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
は

サ
ン
プ
リ
ン
グ
な
の
か
。
ま

た
、
庁
内
の
業
務
や
来
庁
者

に
支
障
は
な
い
の
か
。

答　

サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
松
の
木
の
状
態
を
目
で

見
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当

然
、
業
務
ら
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問　

他
の
支
所
の
耐
震
診
断

は
い
つ
す
る
の
か
。
ど
う
し

て
進
ま
な
い
の
か
。
旧
松
岡

の
中
央
公
民
館
も
か
な
り
悪

い
で
す
。
ど
う
す
る
の
か
方

向
性
を
出
し
て
ほ
し
い
。

答　

本
庁
舎
の
診
断
は
22
年

度
で
し
ま
し
た
。
23
年
度
に

は
予
算
は
出
し
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
早
期
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

浄法寺山青少年旅行村バンガロー

一般会計補正予算

　６月１日開催の平成23年第２回永平寺
町定例議会本会議において、当委員会に
付託された歳入歳出総額１５９４万３千
円を追加する平成23年度永平寺町一般会
計補正予算は、６月９日に委員会を開催
し、慎重に審議し審査をし、その結果、
賛成多数で原案のとおり可決をいたしま
した。
　本庁舎の耐震診断による、基礎部分の
ボーリング調査費３９９万８千円、NHK
のど自慢公開番組の会場設営費用の増額

１５０万４千円、雪により損傷した浄法
寺山青少年旅行村の施設補修費９６万１
千円、新たに入団した新規入団の消防団
員の被服貸与費の増額２７万９千円、志
比堺地区の耐震性貯水槽周辺の舗装工事
５５万９千円、小中学校の校舎改修や修
繕費用４５４万１千円が、主な補正内容
でした。
　審査中における委員からの主な質疑や
理事者の答弁については、別記の「予算
審議」に記述のとおりです。

賛成多数で可決賛成多数で可決賛成多数で可決

予算特別委員会委員長　斎 藤 則 男

平
成
二
十
三
年
度

一
般
会
計
補
正

　

 

予
算
案
審
議
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っ
て
い
る
、
ま
た
、
統
合
し

て
い
く
中
で
、
定
数
に
こ
だ

わ
ら
ず
に
、
若
い
方
々
に
入

団
し
て
い
た
だ
け
た
ら
な
と

願
っ
て
い
ま
す
が
。

答　

ど
ん
ど
ん
入
団
し
て
い

た
だ
い
て
、
定
数
の
条
例
改

正
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

 

学
校
教
育
課

問　

御
陵
小
学
校
の
教
室
の

照
度
が
足
り
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
改
修
で
す
が
、
他
の

学
校
も
照
度
が
足
ら
な
い
と

よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
調

査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

答　

よ
く
調
査
し
、

協
議
し
な
が
ら
照

度
の
調
査
を
や
っ

て
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

問　

こ
の
改
修
に

あ
た
っ
て
は
、
節

電
の
こ
と
も
あ
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
に

し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

も
っ
と
も
だ

と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
き
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問　

６
月
補
正
予
算
を
見
る

と
、
初
め
か
ら
当
初
予
算
で

計
上
で
き
る
も
の
が
い
く
つ

も
あ
る
。
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ

ン
の
よ
う
な
予
算
で
あ
る
。

財
政
課
長
の
方
で
厳
し
く
対

応
し
て
ほ
し
い
。

答　

６
月
補
正
、
緊
急
か
つ

や
む
を
得
な
い
も
の
に
つ
い

て
の
み
各
課
に
補
正
予
算
を

上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
今
回
の
学
校
教
育

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
の
安
全
の
観
点
か
ら
緊

急
に
必
要
だ
ろ
う
と
判
断
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

 
商
工
観
光
課

問　

浄
法
寺
山
青
少
年
旅
行

村
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
補
修
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
詳
し
い
現
状
の
説
明
を

求
め
ま
す
。

答　

５
棟
中
、
４
棟
が
破
損

し
ま
し
た
。
１
棟
も
補
強
を

要
し
ま
す
。
使
用
し
た
い
と

い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
修

理
を
急
い
で
い
ま
す
。

 

消
防
本
部

問　

新
規
団
員
12
名
が
入
団

と
の
こ
と
、
年
齢
と
か
、
職

業
と
か
詳
し
く
教
え
て
下
さ

い
。

答　

40
代
が
一
番
多
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
／
３

は
町
内
勤
務
、
２
／
３
は
町

外
勤
務
で
す
。
防
災
訓
練
ら

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
と
、

30
代
、
40
代
の
方
々
か
ら
消

防
団
に
入
っ
て
い
い
な
あ
と

い
う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

い
い
動
向
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　

今
、
団
員
の
定
数
は
３

１
５
人
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
消
防
職
員
が
少
な
く
な

永平寺町消防団

議会改革特別委員会報告書議会改革特別委員会報告書 議会改革特別委員会委員長 滝 波 登喜男

定期開催!!定期開催!!
議会報告会議会報告会

　議会では、昨年４月と今年２月、町民との懇談
会や意見交換会を開催してきましたが、この取り
組みを継続的なものにするため、議会報告会とい
う形で５月と11月に年２回定期開催することを決
めました。
　これは、町民の声をより町政に反映するため、
５月には当初予算について理解してもらう、11月
には次年度の事業計画に生かすという位置づけで
開催いたします。
　今年は、５月22日から町内７会場を議員が３班
に分かれて、議会報告会を開催しました。町民の
参加者数は、延べ108名で多くの意見や質問が出
されました。議会では、これらの意見・質問に対
し、回答や今後の取り組み方などを整理し、近日

中に回答書を発行する予定です。
　今回の私どもの反省点としては議会からの報告
項目が多すぎて、議会からの説明に時間がとられ
てしまいました。また、開催のＰＲも不足してい
ました。
　次回は、報告会というよりも皆さんからの声を
聴き、それに答えていくことを主にした懇談会に
したいと思っています。いずれにしてもフリーな
雰囲気の会にしたいと願っています。
　次回は、11月に開催予定ですので、「議員に一
言、言ってやろう」と言うぐらいののりで足を運
んでいただければ幸いです。多数の参加を心より
期待しています。
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各 委 員 会 報 告

総
務
常
任
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　伊

　藤

　博

　夫

　当
委
員
会
は
６
月
10
日
全
委
員
出
席
の
も
と
提
案
さ
れ

て
い
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

協
議
内
容

○
承
認
第
２
号

　平
成
22
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

総
務
費
（
歳
入
）
基
金
積
立
金
＝
２
億
２
７
６
万
４
千
円

…

全
員
一
致
で
承
認

○
承
認
第
４
号

　永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
課
税
額
（
世
帯
割
・
所
得
割
・
資
産
割
）

最
高
限
度
額
50
万
円
＝
51
万
円
に
（
１
万
円
の
増
）

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
最
高
限
度
額
13
万
円
が

14
万
円
に
（
１
万
円
の
増
）

介
護
納
付
金
課
税
額
の
最
高
限
度
額
10
万
円
が
12
万
円
に

（
２
万
円
の
増
）…

全
員
一
致
で
承
認

○
報
告
第
１
号

　平
成
22
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

企
画
財
政
課

歳
入

特
別
交
付
税
（
地
方
交
付
税
）
１
億
７
４
７
万
２
千
円

（
確
定
分
）

市
町
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
（
県
支
出
金
・
県
補
助

金
）
１
３
９
万
７
千
円

市
町
村
振
興
協
会
市
町
村
交
付
金
（
雑
収
入
・
雑
入
）
１

８
９
万
８
千
円
（
確
定
分
）

歳
出

基
金
積
立
金
（
総
務
費
・
総
務
管
理
費
）
２
億
２
７
６
万

４
千
円

総
務
課

歳
出

本
庁
舎
建
物
基
礎
調
査
委
託
料
３
９
９
万
８
千
円

の
ど
自
慢
会
場
設
備
設
営
撤
去
委
託
料
１
５
０
万
４
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
支
援
事
業
補
助
金
50
万
円

補
助
金
交
付
要
綱
の
提
出
を
要
求
し
ま
し
た
。

消
防
本
部

歳
出

消
防
施
設
整

備
工
事

（
松
岡
東
部

消
防
施
設
新

築
工
事
）
９

３
５
万
９
千

円
　地
域
活
性

化
交
付
金
の

活
用
「
国
の

補
正
予
算

（
１
）
号
」

き
め
細
や
か

な
交
付
金…

全
員
一
致
で

承
認

○
議
案
第
23

号

　永
平
寺

町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　こ
の
条
例
は
町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
し
、

永
平
寺
町
に
お
け
る
社
会
活
動
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に

制
定
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
今
年
度
早
々
に
警
察
関
係

者
や
各
種
団
体
、
住
民
と
連
携
し
た
大
会
の
開
催
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。…

全
員
一
致
で
承
認

○
議
案
第
24
号

　永
平
寺
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

附
則
＝
（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損
控
除
額
等
の
特

例
）
（
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
の

特
例
）
（
・
固
定
資
産
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
等
）…

全
員
一
致
で
承
認

○
議
案
第
25
号

　永
平
寺
町
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　永
平
寺
町
ら
し
い
特
色
あ
る
景
観
の
形
成
を
目
指
し

て
、
平
成
20
年
に
「
永
平
寺
町
景
観
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
計
画
で
定
め
た
目
標
や
基
準
等
の
内
容

を
、
具
体
的
に
進
め
て
い
く
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

…

全
員
一
致
で
承
認

○
議
案
第
26
号

　永
平
寺
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　永
平
寺
町
松
岡
葵
一
丁
目
56

　
　
　田
中

　博
次

　氏

…

全
員
一
致
で
承
認

○
諮
問
第
２
号

　永
平
寺
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　永
平
寺
町
山
王
第
14
号
１
番
地
４

　浅
野

　清
美

　氏

…

全
員
一
致
で
承
認

○
そ
の
他

・
松
岡
地
域
で
計
画
し
て
い
る
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
経
過
報
告
を
。

・
放
射
線
濃
度
の
観
測
所
を
永
平
寺
町
内
に
要
請
し
て

は
。
（
敦
賀
原
子
力
発
電
所
か
ら
松
岡
地
域
ま
で
46
㎞
・

上
志
比
地
域
ま
で
56
㎞
）

副
町
長

田
中
博
次
氏

　
　
　
　
に
決
ま
る

副
町
長

田
中
博
次
氏

　
　
　
　
に
決
ま
る

副
町
長

田
中
博
次
氏

　
　
　
　
に
決
ま
る

東部分遣所（志比堺）
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　多

　田

　憲

　治

　当
委
員
会
は
６
月
13
日
提
案
さ
れ
て
い
る
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

○
承
認
第
２
号

　平
成
22
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
業
費
予

算
で
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
農
地
集
積
実
践
事
業
補
助
金

の
減
、
競
争
力
の
あ
る
福
井
米
づ
く
り
（
大
粒
化
）
事
業

補
助
金
五
二
〇
万
九
千
円
の
減
額
補
正
、
ま
た
、
土
木
費

予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
道
路
新
設
改
良
費
で
、
県
の
発

注
工
事
が
繰
越
し
の
た
め
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金
一

〇
〇
〇
万
円
の
減
額
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

○
報
告
第
１
号

　平
成
22
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て
、
農
山
漁
村
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
（
吉
野
地
区
）
で
、

一
〇
〇
〇
万
円
。

　ま
た
、
消
雪
施
設
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
（
東
古
市
地

区
）
二
〇
一
九
万
七
千
円
、
消
雪
設
備
改
修
工
事
（
栃
原

地
区
）
八
三
〇
万
二
千
円
の
繰
越
し
と
、
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

○
報
告
第
２
号

　平
成
22
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
事
故

繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
つ
い
て
、
商
工
費
の
永
平
寺

門
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
で
22
年
度
に
、
完
成
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
七
五
九
万
五
千
円
翌
年
度
繰
越
す
る
報
告

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
23
年
度
の
主
要
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

・
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
当
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
再
説
明
会
を
。

・
下
水
道
の
処
理
施
設
の
統
合
問
題
ま
た
、
使
用
料
金
の

統
一
の
時
期
は
。

・
除
雪
に
よ
る
破
損
ケ
所
の
修
繕
時
期
は
。

・
本
年
度
も
開
催
予
定
の
九
頭
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
燈

籠
な
が
し
で
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
復
興
的

な
配
慮
は
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
委
員
ま
た
、
委
員
外
議
員
よ
り
理

事
者
に
質
問
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
審
議

　今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
、
「
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会

づ
く
り
と
農
業
の
発
展
に
向
け
た
要
請
」
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。
今
回
の
三
陸
沖
の
地
震
、
そ
れ
に
よ
り
大
津

波
に
よ
り
、
原
発
事
故
の
農
業
対
応
、
ま
た
、
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
充
実
、
県
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
対

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
国
際
貿
易
交
渉
、
鳥
獣
病
害
虫
に
よ
る
被
害

対
策
、
農
村
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
対
策
を
踏
ま

え
、
町
は
も
と
よ
り
福
井
県
の
農
業
者
が
安
心
・
安
全
に

営
農
活
動
を
維
持
し
農
業
を
発
展
し
て
い
く
た
め
、
関
係

機
関
に
要
請
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
委
員
全
員
で

決
め
ま
し

た
。　ま

た
、
委

員
よ
り
早
生

小
麦
新
品
種

「
福
井
県
大

３
号
」
の
普

及
の
た
め
の

説
明
が
あ
り

委
員
会
で
審

議
し
ま
し
た

が
、
結
論
に

至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　金

　元

　直

　栄

　６
月
定
例
会
開
催
中
の
６
月
10
日
、
当
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
専
決
処
分
や
補
正
予
算
案
や
条
例
案
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
や
補
正
予
算
案
で
は

　・
高
齢
者
家
庭
へ
の
雪
下
ろ
し
助
成
に
つ
い
て
要
件

　
　は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　・
介
護
に
か
か
る
小
規
模
多
機
能
事
業
所
へ
の
補
助

　
　増
の
理
由
と
、
当
初
計
画
の
補
助
の
確
保
に
は
町

　
　も
努
力
を
。ま
た
、施
設
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　・
ガ
ン
等
の
検
診
率
ア
ッ
プ
増
の
状
況
は
。

　等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
そ
の
他
で
は

　・
地
域
に
お
け
る
悪
臭
問
題
へ
町
の
取
り
組
み
は
？

　・
来
成
人
式
め
ざ
し
て
へ
の
準
備
状
況
へ
の
問
い
。

　・
学
校
で
の
体
調
管
理
問
題
。

　・
学
校
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
利
用

　
　状
況
の
報
告
を
！

　・
学
校
の
通
学
路
の
整
備
や
安
全
確
保
、
夜
間
照
明

　
　の
整
備
の
要
望
が
あ
る
。

　・
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を

　
　見
直
す
の
か
。

　・
健
康
診
断
や
検
診
、

　
　６
０
０
名
の
調
査

　
　を
し
た
と
い
う
が
、

　
　そ
の
理
由
等
、
資

　
　料
で
示
し
て
も
ら

　
　い
た
い
。

　等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

ピクニックコーン畑

歩道の無い通学路（吉野小学校付近）



7

一般質問

問　
災
害
の
想
定
と
は
？

総
務
課
長　
平
成
十
九
年

三
月
永
平
寺
地
域
防
災
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
風
水
害
・
土
砂
災
害
・

雪
害
・
地
震
災
害
等
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

問　
町
民
の
安
全
確
保
の
た

め
に
強
制
退
去
は
可
能
か
？

総
務
課
長　
人
命
確
保
の

た
め
に
は
、
町
と
し
て
勧

告
・
指
示
を
し
ま
す
。

問　
車
両
の
流
出
に
伴
い
所

有
者
が
不
明
な
場
合
、
撤
去

で
き
る
法
的
根
拠
は
？

総
務
課
長　
原
則
と
し

て
、
災
害
救
助
法
を
適
用
し

問　
町
民
皆
様
と
議
会
と
の

対
話
集
会
の
中
で
「
健
康
福

祉
施
設
（
永
平
寺
温
泉
）
の

完
成
が
な
ぜ
延
長
さ
れ
た
の

か
」
と
い
っ
た
指
摘
と
、
一

日
も
早
い
完
成
を
望
む
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
の
中

で
は
十
八
名
の
う
ち
七
名
が

健
康
福
祉
施
設
建
設
反
対
投

票
を
し
ま
し
た
。

　

町
村
合
併
の
経
過
の
中
で

合
併
合
意
要
件
と
し
て
旧
上

志
比
村
議
会
は
満
場

一
致
で
温
泉
掘
削
を

議
決
し
ま
し
た
。
過

疎
に
な
ら
ず
福
祉
の

拠
点
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
展
望
を
託
し

た
事
実
で
す
。
温
泉

掘
削
が
認
め
ら
れ
ず

健
康
福
祉
地
区
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
不

明
確
で
あ
れ
ば
、
絶

対
に
合
併
し
な
か
っ

た
の
は
歴
然
た
る
事

実
で
す
。

　

松
本
町
長
は
合
併
後
の
選

挙
に
お
い
て
選
挙
公
約
と
し

て
掲
げ
、
町
民
各
位
の
事
業

推
進
の
信
任
を
受
け
ま
し

た
。
町
長
の
真
意
と
今
後
の

展
望
を
聞
き
ま
す
。

町
長　
五
年
間
、
町
民
各

位
か
ら
様
々
な
形
で
意
見
を

聞
き
、
整
備
内
容
・
費
用
等

多
く
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
町
民
に
愛
さ
れ
喜
ん

紙
面
の
都
合
上　

①
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
づ
く
り

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
不
均

衡
は
な
い
の
か　

の
質
疑

は
割
愛
し
ま
す
。

16名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

意見交換会

で
い
た
だ
け
る
施
設
を
整
備

し
、
町
民
の
絆
・
地
域
交
流

を
図
り
な
が
ら
永
平
寺
町
の

発
展
に
繋
ぎ
ま
す
。

ま
す
が
、
災
害
等
に
よ
っ
て

は
迅
速
か
つ
安
全
に
処
理
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
た
び
の
東
日

本
大
震
災
後
の
政
府
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
応
し
ま

す
。

7 月 7日上浄法寺地区土砂崩れ

一日も早く健康福祉施設の完成を求める
町民の声に応えるべき町政・議会！
なぜ完成が
24年8月から25年3月に延びたのか？

永
平
寺
町
の
災
害

　

 

予
防
と
安
心
対
策
は
？

上坂  久則議員

問
健
康
福
祉
施
設（
永
平
寺
温
泉
）の
完
成
は
？

答
町
民
の
思
い
を
発
展
に
繋
げ
る
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一般質問

問　
大
仏
林
道
の
件
を
言
う

前
に
、
永
平
寺
町
内
は
大
変

広
範
囲
な
山
が
あ
る
が
、
林

道
と
名
の
つ
く
道
は
何
ヶ
所

あ
る
の
か
。

農
林
課
長　
永
平
寺
町
内

の
林
道
は
、
広
域
基
幹
林
道

大
仏
線
を
は
じ
め
と
し
て
七

十
四
路
線
、
総
延
長
九
万
二

千
二
百
九
十
九
ｍ
ご
ざ
い
ま

す
。

問　
林
業
関
係
者
に
は
大
変

大
き
な
役
目
を
果
た
し
て
い

る
が
、
特
に
広
域
基
幹
林
道

大
仏
線
の
修
復
工
事
が
早
急

に
必
要
と
思
う
。

農
林
課
長　
今
年
は
例
年

に
な
い
大
雪
に
よ
り
四
月
下

旬
ご
ろ
ま
で
残
雪
が
あ
り
ま

し
た
が
、
冬
期
間
の
豪
雪
と

五
月
の
豪
雨
に
よ
り
土
砂
崩

れ
や
落
石
・
倒
木
等
に
よ
り

林
道
の
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。
広
域
基
幹
林

道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

本
杉
ま
で
数
カ
所
に
土
砂
崩

れ
、
ま
た
落
石
等
が
あ
り
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
現
在
、
土
砂
除

去
を
行
っ
て
い
ま
す
。
側
溝

な
ど
の
破
損
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
地
確
認
の
上
、

復
旧
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
草
刈
り
、
側
溝
の

土
砂
除
去
は
、
今
年
は
早
期

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
松
岡
地
区
方

面
の
広
域
基
幹
林
道
大
仏
線

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て
は
、

六
月
の
中
旬
こ
ろ
ま
で
に
復

旧
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
福
井
地
係
に
つ

き
ま
し
て
も
土
砂
崩
れ
が
あ

り
、
現
在
復
旧
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他

の
林
道
で
す
が
、
先
般
の
大

雨
に
よ
り
同
様
な
土
砂
崩
れ

等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
順
次

土
砂
除
去
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
林
道
の
維
持
に
管

理
も
含
め
て
基
本
的
に
は
地

元
で
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
林
道
の
草
刈

り
や
側
溝
・
土
砂
の
除
去
、

ま
た
路
面
清
掃
等
の
小
規
模

な
維
持
管
理
を
行
っ
た
地
区

大仏林道

に
対
し
、
五
百
㎡
当
た
り
一

万
円
、
四
万
円
を
限
度
と
し

て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
六
地
区
か
ら
申
請
が
出
て

い
ま
す
。
地
元
で
対
応
で
き

な
い
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や

落
石
・
倒
木
等
に
よ
る
通
行

止
め
に
対
し
て
は
、
町
が
復

旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
林
道
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
通
行
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
広
域
基
幹
林
道
は
生

活
環
境
保
全
整
備
事
業
を
し

て
、
高
志

林
業
事
務

所
が
手
が

け
た
仕
事

だ
が
、
県

と
の
関
係

は
。

農
林
課

長
　

当

初
、
福
井

県
が
事
業

主
体
で
発

注
し
ま
し

た
が
、
維

持
管
理
は

町
の
所
轄

に
な
っ
て

大仏林道

い
ま
す
。

問　
林
道
は
生
活
に
密
着
し

た
道
路
、
冬
期
の
暖
を
取
る

た
め
の
材
料
も
必
要
と
し
て

い
る
町
民
も
い
ま
す
。
十
月

以
降
の
林
道
パ
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
と
思
う
。

農
林
課
長　
今
後
は
林
道

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

て
、
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

酒井  　要議員

問 早期に林道大仏線の修復を

答 通行に支障をきたさないよう
　　　　　　　  進めていきたい
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一般質問

問　
日
本
で
最
多
の
原

発
立
地
県
民
と
し
て
、

今
後
原
発
行
政
に
参
画

を
。
ま
た
、
放
射
性
物

質
の
測
定
に
つ
い
て
、

永
平
寺
町
内
に
定
点
観

測
所
を
設
置
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　
地
域
防

災
計
画
の
中
で
原
子
力

事
故
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
も
県
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
積
極
的
に
検
討
を
し

て
い
く
。

問　
九
頭
竜
ダ
ム
や
永
平

寺
ダ
ム
が
満
杯
時
に
決
壊
し

た
場
合
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
。
ま
た
、
永
平
寺
町
防
災

計
画
の
見
直
し
は
必
須
で

は
。

建
設
課
長　
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
管
理
者
で

あ
る
国
交
省
や
福
井
県
を
交

え
て
協
議
を
し
て
い
く
。　

総
務
課
長　
指
定
さ
れ
た

避
難
場
所
に
危
険
個
所
が
25

か
所
あ
る
。
区
と
現
地
確
認

し
な
が
ら
避
難
場
所
の
変
更

等
早
急
に
実
施
し
た
い
。

問　
地
元
要
望
の
、
砂
防
ダ

ム
の
実
施
見
込
み
、
農
業
用

た
め
池
漏
水
調
査
の
発
注
計

画
は
、
ま
た
、
小
規
模
河
川

改
修
等
に
つ
い
て
安
全
安
心

の
た
め
に
早
め
の
対
応
を
。

建
設
課
長　
本
年
度
は
、

京
善
と
市
野
々
の
砂
防
ダ
ム

設
置
申
請
を
福
井
県
に
行

い
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

今
後
も
計
画
的
な
事
業
採
択

に
向
け
取
り
組
む
。
ま
た
、

小
規
模
な
護
岸
の
補
修
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
地
区
要

望
等
に
基
づ
く
現
地
の
確
認

或
い
は
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
状
況
を
把
握
し
、
早
急

な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
た

い
。

農
林
課
長　
た
め
池
漏
水

調
査
は
、
農
業
用
水
を
使
用

し
な
い
時
期
を
考
え
て
お
り

８
月
頃
に
発
注
し
た
い
。

問　
来
館
者
が
平
成
16
年

度
１
６
，
６
０
１
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
活
か

し
鳴
鹿
大
堰
に
「
自
転
車
の

駅
」
の
看
板
を
揚
げ
て
は
ど

う
か
。
よ
り
多
く
の
人
に
来

て
い
た
だ
き
防
災
に
つ
い
て

再
認
識
の
一
助
に
な
れ
ば
。

問　
各
集
落
に
対
し
、
町
が

一
定
の
費
用
の
補
助
或
い
は

原
材
料
を
支
給
し
て
、
道
路

や
水
路
、
広
場
等
を
住
民
の

マ
ン
パ
ワ
ー
で
整
備
す
る
仕

掛
け
は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
環
境
整
備
等
や
活

性
化
の
た
め
に
住
民
と
町
が

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度
が

よ
い
か
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

漏水調査・花谷ため池

九頭竜川流域防災センター

地域のことは自らの手で行動を

協働のまちづくりを活かした
　　　　　　　　　最適な制度に

長谷川治人議員

問 わが町の防災・減災の観点から

答 地域防災計画の中で原発の対応や
避難場所の変更等々見直していく

鳴
鹿
大
堰
資
料
館
に

　
　
　
　
「
自
転
車
の
駅
」を

利
活
用
が
高
ま
る
方
策
を
検
討
す
る

建
設
課
長　
永
平
寺
福
井

自
転
車
道
は
、
鳴
鹿
山
鹿
を

起
点
に
終
点
は
運
動
公
園

で
、
こ
れ
が
九
頭
竜
川
右
岸

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
当
該
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄

る
ル
ー
ト
を
組
み
込
み
利
活

用
が
高
ま
る
よ
う
福
井
県
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。
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一般質問

問　
東
北
地
方
を
襲
っ
た

東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
そ

し
て
原
子
力
発
電
所
の
災
害

は
、
自
然
の
脅
威
と
畏
敬
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
防

災
意
識
と
対
策
の
再
検
討
が

必
要
。
地
区
避
難
場
所
の
検

討
は
。

総
務
課
長　
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
早
急
に
見
直
し
を

す
る
。

問　
自
主
防
災
組
織
が
全
区

に
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
実

戦
訓
練
の
や
り
方
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
!!

総
務
課
長　
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
、
資
機
材
等
の
購
入
支

援
を
し
て
い
る
。
協
議
会
の

設
立
、
実
践
的
な
訓
練
の
実

施
を
図
っ
て
い
く
。

問　
今
災
害
で
の
情
報
の

入
手
先
は
ラ
ジ
オ
が
39
％
、

宣
伝
カ
ー
が
25
％
、
防
災
無

線
が
４
％
だ
っ
た
。
当
町
で

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
が

充
実
し
て
い
る
。
災
害
の
種

類
、
度
合
い
に
よ
り
伝
達
手

段
も
変
わ
る
場
合
を
想
定
し

た
必
要
性
と
有
効
性
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
べ

き
。

総
務
課
長　
情
報
伝
達
は

住
民
が
最
も
望
ん
だ
こ
と
で

あ
り
、
今
後
は
災
害
の
度
合

問　
日
本
は
世
界
有
数
の
長

寿
国
と
な
り
、
高
齢
化
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
中

高
年
の
生
活
習
慣
病
、
高
齢

者
の
要
介
護
者
の
増
加
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
当

町
も
町
づ
く
り
の
基
本
に
町

民
の
健
康
を
挙
げ
て
い
る
。

私
も
特
定
検
診
の
充
実
、
肺

炎
球
菌
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
も
要
望
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
保
健
事
業
の

充
実
と
計
画
の
重
要
性
を
指

摘
し
要
望
し
て
き
た
。
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
具
体
的
な
取

り
組
み
を
要
望
す
る
。

町
長　
町
は
、
町
民
の
健

康
増
進
を
挙
げ
、
特
定
検
診

の
実
施
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
、
ガ
ン
検
診
や
子
供
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
か
ら
健

康
推
進
地
区
８
ヶ
所
を
設
定

し
、
保
健
師
や
推
進
員
と
と

も
に
、
積
極
的
に
進
め
る
。

問　
地
区
か
ら
地
域
へ
の

展
開
、
個
人
別
や
内
容
別
の

応
援
体
制
、
親
子
、
家
庭
な

ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
録
な
ど

の
仕
掛
け
な
ど
で
町
民
へ
の

周
知
と
向
上
を
図
っ
て
ほ
し

い
。

町
長　
地
区
で
の
委
員
会

を
中
心
に
計
画
を
進
め
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

問　
今
後
の
リ
ス
ク
は
①
公

設
の
為
、
建
設
費
リ
ス
ク
の

責
任
感
が
な
い
②
利
用
者
数

に
よ
る
不
足
分
は
指
定
管
理

料
と
し
て
町
が
負
担
③
故
障

の
費
用
は
公
設
な
の
で
町
が

負
担
④
大
規
模
の
改
修
も
町

が
負
担
⑤
２
～
３
０
０
万
の

保
証
金
は
軽
い
⑥
鉄
・
塩
分

の
高
濃
度
は
故
障
の
高
リ
ス

い
、
種
類
に
応
じ
て
、
十
分

に
検
討
し
、
複
数
の
手
段
を

活
用
す
る
よ
う
進
め
る
。

問　
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
活
用
と
、
地
区
か
ら
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
説
明
に
出

向
い
て
ほ
し
い
。

建
設
課
長　
マ
ッ
プ
を
作

成
し
公
表
で
、
防
災
に
対
す

る
認
識
、
知
識
、
手
段
を
活

用
し
て
も
ら
う
。
内
容
の
変

更
も
検
討
し
、
定
期
的
な
説

明
会
を
開
催
す
る
。

ク
。

健
康
施
設
室
長　
①
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
も
最
終
的
に
町

負
担
、
合
併
特
例
債
を
利
用

し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る

②
経
営
状
態
、
実
績
で
見

直
し
、
全
て
は
補
わ
な
い
③

公
設
な
の
で
町
負
担
、
協
議

し
、
全
て
で
な
い
④
契
約
期

間
内
（
10
年
間
）
は
行
わ
な

東日本大震災の教訓から
　防災対策の再検討が必要!!

早急に再検討を行っていく

い
予
定
。
協
議
す
る
⑤
契
約

不
履
行
の
た
め
の
保
証
金
、

低
く
な
い
⑥
経
年
劣
化
を
防

ぐ
設
計
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

十
分
に
行
う
。

保健計画

災害発生後聞いた情報の入手先
ラジオ

家族や近所
消防や市役所の車
テレビ
ワンセグ
防災無線
NHKスペシャル「巨大津波“いのち”をどう守るか」（2011年 5月7日放送）から

39％

25％

25％

10％

６％

４％

健
康
福
祉
施
設
の
募
集
要
項
か
ら

　
　
　
　
　
　
見
え
て
く
る
も
の

※健康福祉施設整備室長を健康施設室長と略しています。

上  田   誠議員

問 元気、生き生き、いいプラン（保健計画）で
町民の健康づくりの大きな推進の計画を！！

答 今年から健康推進モデル地区（８ヶ所）を
定め積極的に進める。
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一般質問

問　
事
業
は
あ
く
ま
で
も
目

的
達
成
の
た
め
の
手
段
で
あ

る
。
温
泉
活
用
の
目
的
は
、

介
護
予
防
、
健
康
増
進
、
余

暇
の
活
用
で
あ
る
が
、
こ
の

目
的
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
施
設
を
作
り
、
運
営

し
、
ど
う
い
う
効
果
を
得
た

い
の
か
理
解
で
き
な
い
。
今

回
の
募
集
要
項
か
ら
ど
う
読

み
取
れ
る
の
か
。

健
康
施
設
室
長　
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て

の
町
民
に
、
良
質
な
温
泉
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
要

求
水
準
書
に
①
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
配
慮
す
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
に

利
用
し
や
す
い
施
設
に
す
る

こ
と
。
③
健
康
増
進
の
た
め

の
健
康
教
室
の
実
施
。
な

ど
、
具
体
的
に
提
案
を
求
め

て
い
ま
す
。

問　
想
像
を
絶
す
る
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
。
こ
の
教
訓
に
学
び
、
防

災
計
画
・
防
災
マ
ッ
プ
・
耐

震
補
強
計
画
の
見
直
し
を
早

急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

総
務
課
長　
原
発
事
故
に

つ
い
て
は
、
県
の
原
子
力
委

員
会
の
指
導
を
受
け
ま
す
。

建
設
課
長　
九
頭
竜
ダ

問　
震
災
を
契
機
に
生
活
ス

タ
イ
ル
を
見
直
そ
う
、
節
電

に
心
が
け
よ
う
と
い
う
風
潮

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
好

機
と
捕
ら
え
、
さ
ら
な
る
健

康
活
動
の
普
及
啓
発
の
実
践

を
し
て
ほ
し
い
。

環
境
課
長　
町
内
事
業
所

に
対
し
て
「
わ
が
社
の
エ
コ

宣
言
」
に
登
録
、
省
エ
ネ

対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
募
っ
て
い
ま
す
。
現

在
１
６
９
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
民
へ
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
地
区
に
出
向

き
「
家
庭
で
で
き
る
節
電
対

策
」
の
説

明
会
を
実

施
し
て
い

き
ま
す
。

滝波登喜男議員

問 見えてこない温泉に対する町の思い

答 要求水準書で具体像を示す

ム
・
永
平
寺
ダ
ム
の
決
壊
を

想
定
で
き
な
い
か
、
両
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所
と
検
討
す

る
つ
も
り
で
す
。

監
理
課
長　
役
場
本
庁
舎

の
耐
震
補
強
計
画
は
、
今
年

策
定
し
ま
す
が
、
支
所
に
つ

い
て
は
、
統
廃
合
な
ど
の
情

勢
の
変
化
も
考
え
、
早
い
段

階
で
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

エコ活動普及啓発の好機

節電対策の地区説明会の実施

永平寺ダム

永平寺ダム管理事務所

※健康福祉施設整備室長を健康施設室長と略しています。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
せ

各
種
計
画
の
見
直
し
を
急
げ

災
害
の
想
定
を
見
直
し
、
計
画
策
定
に
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及
び
中
島
河
川
公
園
に

つ
い
て
は
、
合
併
前
よ

り
使
用
料
金
は
設
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
使
用
料
は

い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
様
の
河
川
公
園
の
形

態
を
と
る
三
つ
の
公

園
は
、
使
用
料
の
設

定
に
不
均
衡
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
の

で
、
条
例
の
改
正
も

含
め
て
使
用
料
徴
収

の
是
非
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　
合
併
し
て
五
年
が
経

過
し
た
が
、
現
在
の
公
共
施

設
利
用
料
金
体
制
で
い
い
の

か
。
特
に
三
地
区
に
あ
る
河

川
公
園
を
利
用
す
る
方
の
料

金
に
疑
問
を
持
つ
も
の
で

す
。
合
併
後
こ
れ
ら
の
施
設

の
利
用
料
金
体
制
の
条
例
が

改
正
さ
れ
た
の
か
。
そ

れ
と
も
合
併
前
の
料
金

体
制
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

松
岡
河
川
公
園
の
み
合

併
前
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
現
在

も
同
額
の
使
用
料
の
納

入
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
永
平
寺
河
川
公
園

た
時
の
心
配
が
頭
に
よ
ぎ
る

が
、
本
町
に
は
何
日
分
及
び

何
人
分
の
備
蓄
が
さ
れ
て
い

る
の
か
数
量
を
教
示
願
い
た

い
。

総
務
課
長　
災
害
時
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
県
が
福
井
震

災
と
同
等
の
地
震
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
約
５
万
８
千

人
が
被
災
す
る
想
定
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
被
災
者
の
一

日
３
食
の
３
日
分
を
人
口
で

案
分
し
て
、
各
市
町
に
備
蓄

基
準
量
を
定
め
て
い
ま
す
。

本
町
の
場
合
は
飲
料
水
は
２

８
２
６
ℓ
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
耐
震
性
の
貯
水

槽
、
60
ｔ
ク
ラ
ス
が
４
カ
所

あ
り
、
24
万
ℓ
貯
水
し
て
あ

り
、
は
る
か
に
基
準
量

を
超
え
る
備
蓄
量
と
な

っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
に
ア
ル
フ
ァ
ー
米
・

パ
ン
・
缶
詰
・
ク
ラ
ッ

カ
ー
等
の
食
料
は
３
４

０
０
食
分
備
蓄
し
て
お

り
、
県
が
示
す
備
蓄
の

基
準
量
を
上
回
る
備
蓄

を
現
在
し
て
い
ま
す
。

問　
最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
賞
味
期
限
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

問　
先
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
飲
料
水
の
不
足
及
び

食
料
等
の
確
保
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
町

に
お
い
て
も
災
害
が
発
生
し

渡辺  善春議員

問 公共施設利用料金の合併後の改正は

答 条例の改正も含めて使用料徴収の
是非を検討していきたい

　中島河川公園

防災備蓄品庫（ふれあいセンター）

ま
た
防
災
協
定
も
結
ん
で
い

る
の
か
。

総
務
課
長　
備
蓄
品
等
の

消
費
期
限
等
に
つ
い
て
は
十

分
把
握
し
な
が
ら
、
毎
年
入

れ
替
え
、
補
給
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
近
隣
市
町
な
ど

の
災
害
時
に
お
け
る
協
定
に

つ
い
て
は
、
平
成
８
年
福
井

県
及
び
当
時
の
市
町
村
す
べ

て
の
間
で
災
害
時
の
相
互

応
援
協
定
を
交
わ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
本
町
独
自
で
災
害

時
に
電
気
事
業
者
・
建
設
事

業
者
・
解
体
業
者
と
い
っ
た

特
定
の
協
会
と
も
応
援
協
定

を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　谷口河川公園

　松岡河川公園

防災備蓄用品の
　　確保は万全か
県の備蓄基準値を
　　　上回っています
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一般質問

問　
東
日
本
大
震
災
で
死

者
・
行
方
不
明
者
千
三
百
人

を
超
え
た
岩
手
県
釜
石
市
で

は
、
小
中
学
生
約
三
千
人
は

ほ
ぼ
全
員
無
事
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
同
市
が
数
年
前
か

ら
実
戦
的
な
防
災
訓
練
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
で
、

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
過

度
に
依
存
せ
ず
・
自
ら
の
命

は
自
ら
守
る
＝
人
間
の
対
応

力
を
鍛
え
る
教
育
」
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
学
校
や

幼
児
園
の
防
災
教
育
や
避
難

訓
練
は
、
ど
う
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
。

消
防
長　
町
内
の
小
学
七

校
・
中
学
三
校
に
は
、
年
二

回
消
防
職
員
が
出
向

い
て
、
火
災
や
地
震

を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
い
、
訓
練
後

の
検
証
も
行
っ
て
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長

　

園
児
へ
の
防
災
教

育
は
、
全
園
が
同
じ

内
容
で
「
近
く
に
い

る
保
育
士
の
顔
を
見

る
、
指
示
を
よ
く
聞

く
。
手
に
は
物
を
持

た
な
い
。
押
さ
な
い
。
し
ゃ

べ
ら
な
い
。
」
を
基
本
に
、

避
難
訓
練
は
、
各
園
の
立
地

条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
、
全

園
共
通
の
年
間
計
画
に
基
づ

き
毎
月
一
回
、
必
ず
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
小
中
学
校
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
見
直
す
の
か
。

教
育
長　
「
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
は
平
成
七
年
の
阪
神

大
震
災
後
に
作
成
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
大
震
災
を
踏
ま

え
、
各
学
校
の
地
理
的
状
況

も
考
え
な
が
ら
再
点
検
を
行

い
、
見
直
す
こ
と
を
指
示
し

ま
し
た
。
見
直
し
後
に
は
、

児
童
生
徒
に
訓
練
を
通
し
て

指
導
を
行
い
徹
底
し
ま
す
。

問　
「
全
町
の
防
災
行
政
無

線
の
基
本
計
画
と
未
整
備
で

あ
っ
た
旧
松
岡
地
区
に
お
け

る
無
線
整
備
の
計
画
書
」
は

で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
基
本
計
画
は

で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
上

志
比
、
永
平
寺
地
区
の
同
報

無
線
の
活
用
、
松
岡
地
区
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
数

や
防
災
ラ
ジ
オ
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
活
用
等
、
細
部

の
検
討
を
現
在
行
っ
て
い
ま

す
。

問　
町
地
域
防
災
計
画
で
指

定
避
難
施
設
に
な
っ
て
い
る

町
内
会
館
の
耐
震
診
断
や
耐

震
工
事
の
補
助
制
度
と
は
。

建
設
課
長　
町
指
定
の
避

難
施
設
で
、
昭
和
56
年
以
前

の
建
設
で
あ
れ
ば
、
国
の
避

難
施
設
耐
震
診
断
促
進
事
業

で
耐
震
診
断
も
含
め
た
改
修

費
用
に
限
度
額
は
あ
り
ま
す

が
、
国
１
／
３
・
町
１
／
３

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ハザードマップ

防災無線

「防災行政無線」
　    整備の基本計画は

基本計画の概要はできている

原田  武紀議員

問「自然災害から子どもを守る」　　　　　　 教育や訓練は!!

答 避難訓練は消防の指導で年２回実施

町
内
会
館
の
耐
震
工
事
に

　
　
　
　
　
　
町
の
補
助
は

国
と
町
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
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問　
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る

有
害
鳥
獣
被
害
に
対
し
て
、

各
市
町
村
で
は
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
被
害
防
止
対
策
と
し

て
ソ
フ
ト
面　

ハ
ー
ド
面
で

の
２
種
類
の
対
策
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
、
永
平
寺
町
に

お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の

対
策
と
し
て
、
県
単
事
業
の

「
鳥
獣
害
の
な
い
里
づ
く
り

推
進
事
業
」
に
他
の
市
町
村

に
先
ん
じ
て
い
ち
早
く
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
は
住
民
に
と

っ
て
有
意
義
な
施
策
で
あ
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
に
対
す

る
啓
発
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　

現
在
電
気
柵
が
設
置
さ
れ

て
い
る
箇
所
は
、ど
の
よ
う
な

取
り
扱
い
に
な
る
の
か
。

農
林
課
長　
既
存
の
電

気
柵
は
補
助
金
の
関
係
か

ら
５
年
間
は
撤
去
で
き
ま

せ
ん
。

問　
既
設
電
気
柵
と
並

行
し
て
設
置
出
来
な
い
の

か
。

農
林
課
長　
並
行
し
て

の
設
置
は
可
能
で
す
。

問　
ネ
ッ
ト
柵
の
補
助
率

及
び 

地
元
負
担
額
、
ｍ
当

り
最
高
限
度
額
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

農
林
課
長　
ネ
ッ
ト
柵
の
補

助
金
県
１
／
２ 

、町
１
／
４
、

地
元
負
担
１
／
４ 

、整
備
単

価
は
施
工
費
込
み
５
，０
０
０

円
／ｍ
で
す
。

問　
事
業
主
体
は
永
平
寺
町

鳥
獣
害
対
策
協
議
会
と
の
こ

と
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
柵
の
工

事
発
注
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
又
製
品
の
選
定
は
地
域

住
民
に
任
せ
る
の
か
又
は
協

議
会
で
指
定
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

農
林
課
長　
工
事
発
注
及

び
製
品
に
つ
い
て
は
地
元
の

ご
意
見
を
伺
い
永
平
寺
町
鳥

獣
害
対
策
協
議
会
で
発
注
い

た
し
ま
す
。

問
機
能
補
償
道
路
工
事
の

家
屋
連
担
区
域
の
冬
期
間
の

除
雪
は
如
何
に
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

建
設
課
長
福
井
県
と
協

議
し
機
械
除
雪
で
対
応
し
ま

す
。

問　
交
差
点
部
の
町
道
は
幅

員
狭
小
の
た
め
、
危
険
な
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通

渋
滞
や
交
通
事
故
に
繋
が
り

ま
す
が
、
今
後
の
交
差
点
改

良
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

建
設
課
長
福
井
県
と
協

議
し
本
年
度
中
に
町
道
拡
幅

で
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

問　
完
成
区
間
に
つ
い
て
一

部
供
用
開
始
の
協
議
を
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長
光
明
寺
か
ら

浅
見
区
間
の
工
事
が
完
了
し

た
時
、
全
線
供
用
開
始
の
予

定
で
す
、
但
し
一
部
集
落
内

は
区
民
の
利
便
性
を
考
慮
し

供
用
の
方
向
で
協
議
を
し
て

い
ま
す
。
一
部
分
供
用
開
始

は
致
し
ま
せ
ん
。

機能補償道路

有害鳥獣対策ネット柵

機
能
補
償
道
路
の

　
　
町
道
交
差
点
改
良
は
？

福
井
県
と
協
議
の
う
え
対
応
す
る

川治  孝行議員

問 有害鳥獣対策ネット柵の啓発は？

答 協議会及び講習会で啓発
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問　
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
の

設
立
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

最
初
に
設
立
の

経
緯
、
趣
旨
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

総
務
課
長　
平

成
21
年
に
町
内
全

地
区
90
地
域
で
自

主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

活
発
に
活
動
を
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ

と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
町
の
８
つ
の

地
区
で
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協
力

体
制
を
構
築
し
、
地
区
か
ら

地
域
で
の
活
動
に
広
げ
ま

す
。
防
災
活
動
の
強
化
推

進
、
協
議
会
単
位
で
の
訓

練
、
防
災
に
関
す
る
情
報
の

共
有
化
に
取
り
組
み
、
備
蓄

品
、
避
難
所
等
に
つ
い
て
協

議
会
レ
ベ
ル
で
新
た
に
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
長　
各
地
区
と
、学
校
、

幼
児
園
、福
祉
施
設
等
と
連

携
の
と
れ
た
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、い
ろ
い
ろ
な
災
害
に
対

し
て
自
主
防
災
の
機
能
が
発

揮
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、防

災
の
町
を
目
指
し
ま
す
。　

問　
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
の
で
す

が
設
立
の
時
期
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
。
設
立
推
進
の
部
署

は
ど
こ
で
す
か
。

総
務
課
長　
今
年
度
か
ら

２
ヶ
年
の
間
に
８
つ
の
地
区
で

の
設
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

推
進
し
て
い
く
部
署
は
、

本
庁
総
務
課
と
消
防
本
部
で

す
。
連
携
を
と
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　
鳥
獣
、
特
に
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
被
害
が
農
作
物
か
ら

農
業
用
水
の
施
設
、
林
道
等

へ
広
が
り
、
時
期
も
早
ま
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
、

ア
ナ
グ
マ
等
の
中
獣
類
が
家

の
近
く
で
出
没
し
、
農
作
物

の
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
鳥
獣
害
被
害
対
策

の
よ
り
迅
速
な
実
施
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
再
計
画
さ
れ
た
町

の
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
捕
獲
お

り
、
防
護
柵
、
緩
衝
帯

の
設
置
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
設
置
、
狩

猟
免
許
取
得
者
の
増
員

に
つ
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

農
林
課
長　
捕
獲
お

り
は
、
イ
ノ
シ
シ
用
を

５
基
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等

の
中
獣
類
用
を
５
か
ら

10
基
、
毎
年
必
要
に
応

じ
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。

防
護
柵
に
つ
い
て
は
、
電
気

柵
に
加
え
、
新
た
に
ネ
ッ
ト

柵
を
設
置
し
ま
す
。
防
護
柵

を
設
置
し
た
地
区
と
の
協
定

書
に
基
づ
き
、
緩
衝
帯
の
設

置
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
を
設
置
し
、
有
害

鳥
獣
の
個
体
数
の
減
少
を
図

る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

５
月
の
町
広
報
紙
で
も
狩

猟
免
許
取
得
者
の
募
集
を
し

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
免
許
取

得
を
推
進
し
ま
す
。

イノシシ捕獲おりの捕獲準備作業

川崎  直文議員

問 自主防災組織連絡協議会
　　設立の時期はいつごろか

答 ８つの地区で
　　平成24年度までに設立する

防災訓練

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
は

平
成
23
年
度
内
に
設
置
す
る
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問　
主
要
な
公
共
施
設
や
防

災
拠
点
と
な
る
施
設
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

環
境
課
長　
現
在
、
指
定

さ
れ
て
い
る
御
陵
・
志
比
・

上
志
比
小
学
校
の
三
校
に
設

置
し
て
お
り
、
ま
だ
防
災
拠

点
で
あ
る
施
設
が
二
十
三

あ
り
ま
す
。
今
後
目
標
を
掲

げ
、
国
の
補
助
金
等
も
勘
案

し
導
入

し
た
い

と
思
っ

て
お
り

ま
す
。

問　
２
０
１
４
年
度
末
に
北

陸
新
幹
線
金
沢
駅
の
開
通
を

見
越
し
て
設
立
し
た
越
前
加

賀
宗
教
文
化
街
道
推
進
協
議

会
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

商
工
観
光
課
長　
宗
教
文

化
資
源
の
観
光
面
で
の
活
用

を
目
指
し
大
本
山
永
平
寺
を

初
め
勝
山
市
の
平
泉
寺
、
あ

わ
ら
市
の
吉
崎
御
坊
、
坂
井

市
瀧
谷
寺
、
加
賀
市
山
の
下

寺
院
群
等
、
心
の
文
化
資
源

と
結
び
つ
け
、
様
々
な
付
加

価
値
を
つ
け
た
商
品
開
発
や

問　
国
か
ら
用

意
さ
れ
た
合
併

特
例
債
の
94
億

１
千
万
円
の
借

入
状
況
と
基
金

造
成
15
億
７
千

万
円
の
借
入
積

立
額
は
。

企
画
財
政
課

長　
２
０
１

０
年
ま
で
に
２

億
４
１
０
万
円

を
借
入
し
基
金

造
成
の
借
入
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
将
来
的
に
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
も
幾
つ
か
あ

り
、
平
成
27
年
度
以
後
に
取

り
組
む
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
借
入
の
検
討
を
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
総
合
振
興
計
画
の
基
本

計
画
に
定
め
た
各
施
設
や
事

業
を
具
体
的
に
示
し
た
計
画

で
予
算
編
成
の
三
年
間
の
期

間
を
中
長
期
計
画
の
整
合
性

を
図
り
毎
年
見
直
し
し
、
部

分
修
正
を
行
う
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
で
あ
る
が
、
ど
う
さ
れ

て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
三
年
計

問　
永
平
寺
川
ダ
ム
か
ら
放

流
さ
れ
る
水
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
大
本
山
永
平
寺

近
隣
で
利
用
し
た
場
合
、
Ｐ

Ｒ
効
果
は
高
い
の
で
は
。
こ

れ
ま
で
と
今
後
の
活
用
は
。

企
画
財
政
課
長　
こ
の
ダ

ム
は
県
の
施
設
で
あ
り
水
の

権
利
の
問
題
、
ま
た
イ
ニ
シ

ア
ル
コ
ス
ト
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

コ
ス
ト
等
の
考

え
も
あ
り
、
総

合
的
に
判
断
と

研
究
を
し
た
い

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

永
平
寺
ダ
ム

実施計画は３年間の
ローリング方式では？

上志比小学校ソーラー

永平寺ダム

志比小学校ソーラー

御陵小学校ソーラー

伊藤  博夫議員

問 防災拠点施設の
　　　太陽光発電設置状況は

答 ３つの小学校で設置しております

合
併
特
例
債
の
借
入
状
況
と

　
　
　
　
　
基
金
造
成
は
？

画
を
初
年
度
で
見
直
す
と
次

年
度
も
新
た
に
三
年
間
の
計

画
を
策
定
し
、
国
の
政
策
や

色
々
動
向
が
変
化
す
る
、
ソ

フ
ト
面
で
の
子
育
て
や
医
療

関
係
等
、
社
会
情
勢
に
合
っ

た
三
年
間
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
の
計
画
で
策
定
を
し
て
お

り
ま
す
。

越
前
加
賀

宗
教
文
化
街
道
推
進
協
議
会

資
源
の
魅
力
向
上
・
情
報
発

信
を
広
域
で
連
携
し
て
い
く

協
議
会
で
す
。
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問　
お
館
の
椿
の
状
況
を
ど

う
思
い
ま
す
か
。
そ
の
対
処

方
と
町
と
し
て
の
姿
勢
を
お

伺
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　
立
ち

枯
れ
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

す
。
専
門
家
の
意
見
を
仰
い

で
、
お
館
の
椿
が
後
世
に
残

る
よ
う
保
護
策
を
検
討
し
ま

す
。

問　
大
廻
り
史
跡
の
説
明

書
き
が
読
め
な

く
な
っ
て
い
ま

す
。
整
備
の
予

定
は
有
り
ま
す

か
。

生
涯
学
習
課

長　
看
板
の
老

朽
化
も
承
知
し

て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
文
化
財

の
看
板
も
書
き

換
え
等
を
検
討

し
ま
す
。

問　
松
岡
公
園
整
備
事

業
の
第
一
期
工
事
は
、

合
併
特
例
債
を
利
用
で

き
ま
す
が
、
第
二
期
工

事
に
な
る
と
合
併
特
例

債
が
期
限
切
れ
に
な
り

ま
す
。
不
足
金
は
ど
う

す
る
の
で
す
か
。

　

第
一
期
工
事
終
了
時

点
で
工
事
を
中
止
し
た

場
合
、
こ
の
事
業
に
対

す
る
補
助
金
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

　

現
状
の
松
岡
公
園
は
木
が

う
っ
そ
う
と
茂
り
、
熊
や
猪

が
出
没
し
て
も
お
か
し
く
な

い
ほ
ど
荒
れ
て
い
ま
す
。
松

岡
公
園
を
整
備
す
る
に
あ
た

っ
て
、
有
害
動
物
が
出
没
し

な
い
よ
う
に
、
山
の
奥
の
場

所
で
、
動
物
の
餌
と
な
る
樹

木
植
栽
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
公
園
整
備
に
果
樹
園
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
果
実

を
求
め
て
動
物
が
出
没
す
れ

ば
、
公
園
に
訪
れ
た
人
々
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
人
々
の
安
全
を

確
保
す
る
上
で
も
、
山
を
元

の
自
然
に
戻
す
事
業
が
先
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長　
果
樹
植
栽
は

児
童
た
ち
に
収
穫
体
験
の
喜

び
を
と
計
画
し
ま
し
た
。
有

害
鳥
獣
に
対
す
る
備
え
も
非

常
に
大
切
で
す
。
有
害
鳥
獣

の
出
没
時
期
を
外
し
て
収
穫

で
き
る
よ
う
な
種
類
が
あ
る

か
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に

し
て
、
花
壇
の
植
栽
な
ど

整
備
内
容
を
十
分
検
討
し
ま

す
。

企
画
財
政
課
長　
合
併
特

例
債
期
間
は
平
成
27
年
ま
で

で
す
。
一
つ
の
方
法
と
し
て

合
併
の
特
例
で
造
成
基
金
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

状
況
に
応
じ
て
視
野
に
入
れ

て
い
き
ま
す
。

問　
有
害
動
物
と
い
え
共
存

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

問　
町
指
定
の
文
化
財
は
全

町
で
何
カ
所
あ
っ
て
、
誰
が

所
有
し
て
、
誰
が
管
理
し
て

い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　
国
宝
、

重
要
文
化
財
を
含
め
て
44
件

有
り
ま
す
。
管
理
は
条
例
に

よ
り
所
有
者
ま
た
は
管
理
責

任
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長岡千惠子議員

問 公園整備事業に伴う有害鳥獣対策は

答 山の森林構成も検討したい

せ
ん
。
共
存
す
る
上
で
動
物

の
餌
に
な
る
ド
ン
グ
リ
や
シ

イ
の
実
が
あ
れ
ば
、
動
物
は

そ
こ
に
留
ま
る
で
し
ょ
う
。

実
の
な
る
広
葉
樹
は
含
水
能

力
も
あ
る
の
で
災
害
防
止
に

も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　
広
葉
樹
で
実
の
な

る
木
を
山
に
植
え
る
と
い
う

事
は
非
常
に
大
事
で
す
。
植

樹
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し

ま
す
。

松岡公園

お
館
の
椿

大
廻
り
史
跡

町
指
定
文
化
財
の

　
　
管
理
と
保
全
は
誰
が
…

後
世
に
残
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
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問　
合
併
時
、
旧
上
志
比
村

は
旭
ヶ
丘
に
福
祉
施
設
・
教

育
施
設
・
文
化
施
設
を
集
約

し
後
に
社
協
の
本
部
も
置
か

れ
地
域
に
と
っ
て
優
れ
た
拠

点
で
あ
り
、
現
在
も
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

合
併
に
伴
い
福
祉
の
郷
づ
く

り
と
し
て
、
何
故
清
水
区
に

温
泉
掘
削
を
行
っ
た
の
か
？

健
康
施
設
室
長　
旧
上
志

比
村
が
、
自
然
放
射
線
や
電

磁
波
に
よ
る
地
下
探
査
を
し

て
、
近
隣
の
温
泉
状
況
・
交

通
の
便
な
ど
を
考
慮
し
て
場

所
を
決
め
ま
し
た
。

問　
何
故
合
併
直
前
な
の

か
、
合
併
後
に
出
来
な
か
っ

た
の
か
？
の
疑
問
の
中
千
七

百
ｍ
以
上
も
堀
り
進
ん
で
や

っ
と
湧
出
し
ま
し
た
。
そ
こ

ま
で
掘
る
ん
だ
っ
た
ら
ど
こ

で
も
出
ま
す
よ
。
そ
の
後
、

議
会
の
温
泉
利
活
用
特
別
委

員
会
で
議
論
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
温
泉
が
二
万
人
の

町
民
に
ぜ
ひ
必
要
と
言
う
理

由
が
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。
県

内
他
市
町
で
の
温
泉
整
備
は

約
十
年
前
に
ほ
ぼ
終
了
し
て

い
ま
す
。
要
す
る
に
、
行
政

で
取
組
ん
で
良
い
か
、
悪
い

か
は
検
証
済
で
県
の

方
も
承
知
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
し
て
、
東
日
本

大
震
災
の
反
省
に
立

ち
、
防
災
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
さ
ら
に
は

原
発
に
ど
う
対
処
す

る
の
か
が
大
事
で
温

泉
あ
り
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

や
る
と
言
う
こ
と
で

す
か
。

健
康
施
設
室
長　
非
常
に

良
質
な
温
泉
を
、
多
く
の
町

民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
増
進
・
介
護
予
防
・
余

暇
の
活
用
に
結
び
つ
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
集
中
し
た
施
設
が
整
備

さ
れ
な
が
ら
、
何
故
清
水
区

な
の
か　

今
さ
ら
や

る
時
期
で
は
な
い
と

思
う
が
？

町
長　
今
、
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｕ
湯
に
は
年
間
三
万

人
ぐ
ら
い
の
利
用
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
費
用

も
年
間
二
千
万
円
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
十
七
年
十

二
月
に
温
泉
掘
削
を
始
め
十

八
年
七
月
に
湧
出
し
ま
し

た
。
当
時
の
合
併
協
議
会
で

の
話
は
、
「
と
に
か
く
掘
削

し
て
も
ら
え
ば
良
い
、
そ
れ

か
ら
後
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
に
ど
う
い
う
形
で
整
備
を

す
る
か
と
言
う
こ
と
を
考
え

※
こ
の
他
に
②
旧
松
岡
福

祉
会
館
の
跡
地
利
用
は
ど

う
す
る
の
か
③
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
耕
作
不
可
能

田
の
代
替
え
耕
作
は
、
な

ぜ
？
④
コ
ム
ギ
「
福
井
県

大
３
号
」
の
生
産
・
普
及

の
取
組
み
は
。
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
言

う
こ
と
で
掘
削
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
施

設
に
非
常
に
期
待
を

し
て
い
る
こ
と
を
、

十
分
に
感
じ
て
い
ま

す
。

問　
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
が
老
朽
化

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が

ボ
イ
ラ
ー
と
か
が
良
く
な
い

と
は
聞
い
て
い
ま
す
が
、
私

自
身
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
に
つ
か
っ

て
の
感
じ
は
、
そ
ん
な
に
老

朽
化
し
て
い
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
湧
出
の
湯
は
非
常
に

小畑  　傳議員

問 上志比地区に建設予定の温浴施設、
原点に戻ってこれでいいのか

答 健康増進、介護予防余暇の活用が目的

上志比旭ヶ丘地区

サンサンホール

良
質
だ
と
い
い
ま
す
が
、
裏

を
返
す
と
厄
介
で
す
。
塩
分

鉄
分
が
濃
い
の
は
、
機
械
機

器
が
大
変
痛
み
が
早
い
の
と

除
鉄
を
す
る
と
湯
温
が
下
が

り
、
沸
か
す
機
器
が
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

ＣＡＭＵ湯

やすらぎの郷

※健康福祉施設整備室長を健康施設室長と略しています。
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一般質問

問　
合
併
時
に
、
住
民
は
国

の
誘
い
水
で
も
あ
る
合
併
特

例
債
も
視
野
に
入
れ
、
過
去

の
長
い
三
町
村
の
歴
史
を
精

算
し
、
将
来
の
財
政
不
安
の

解
消
と
新
し
い
町
づ
く
り
へ

の
期
待
で
、
今
日
の
合
併
に

至
っ
た
と
い
う
経
緯
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
。
住
民
か
ら

見
れ
ば
合
併
は
単
な
る
国
の

脅
か
し
で
、
特
例
債
は
棚
の

上
の
牡
丹
餅
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
、
後
世
に
言
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

我
が
町
永
平
寺
町
の
現
在

の
本
庁
舎
を
顧
み
る
と
、
昭

和
30
年
に
新
松
岡
町
が
誕
生

し
、
沼
地
で
適
地
で
は
な
か

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
三

町
村
の
中
心
で
も
あ
り
、
昭

和
34
年
に
新
庁
舎
が
こ
の
地

に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
庁
舎

も
52
年
が
経
過
し
、
鉄
筋
建

築
の
耐
用
年
数
60
年
も
間
近

で
あ
る
。

　

合
併
の
目
的
で
も
あ
る
行

政
改
革
に
よ
る
職
員
減
に
よ

り
、
近
い
将
来
、
支
所
も
廃

止
と
い
う
状
況
の
中
、
昨
年

度
実
施
し
た
松
岡
本
庁
舎
の

耐
震
調
査
の
結
果
は
、
構
造

耐
震
指
標
Ｉ
ｓ
数
値
が
大
き

く
下
回
っ
た
Ｃ
ラ
ン
ク
と
判

定
さ
れ
た
。
今
回
６
月
補
正

で
当
時
の
松
杭
基
礎
の
状
態

を
確
認
す
る
試
掘
予
算
が
、

約
４
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　

今
年
度
実
施
す
る
こ
の
基

礎
確
認
調
査
の
結
果
に
お
い

て
は
、
庁
舎
耐
震
工
事
、
基

礎
の
補
強
工
事
も
含
め
る
と

４
億
か
ら
５
億
の
莫
大
な
予

算
を
投
じ
て
ま
で
、
町
民
の

城
、
松
岡
本
庁
舎
を
耐
震
工

事
に
突
入
す
る
こ
と
が
、
妥

当
な
の
か
と
考
え
る
の
は
私

だ
け
か
。
平
成
27
年
度
ま
で

の
合
併
特
例
債
使
用
期
限
の

猶
予
の
中
、
約
２
／
３
の
起

債
額
助
成
が
受
け
ら
れ
る
合

併
特
例
債
で
、
教
育
委
員
会

も
本
庁
舎
に
入
れ
、
会
議

も
消
防
庁
舎
の
間
借
り
で
な

く
、
駐
車
場
も
広
い
所
で
の

新
庁
舎
建
設
、
ま
た
、
代
替

案
の
考
え
は
な
い
の
か
。

監
理
課
長　
耐
震
補
強
工

事
を
、
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

後
30
年
か
ら
40
年
は
耐
え
ら

れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
新
庁

舎
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
い
ず
れ
は
到
来
す
る
二

次
合
併
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
松
岡
地
区
だ
け
で
は
な

く
永
平
寺
町
全
地
域
を
守
る

問　
こ
の
本
庁
舎
か
ら
、
永

平
寺
支
所
ま
で
３
㎞
、
上
志

比
支
所
ま
で
9.7
㎞
、
我
々
東

部
地
区
か
ら
で
は
13
㎞
の
遠

距
離
で
、
そ
の
よ
う
な
答
弁

上志比支所

永平寺支所

多田  憲治議員

問 合併特例債で庁舎建設の考えは!

答 新庁舎建設は考えていない

代
替
案
と
し
て
本
庁
を

永
平
寺
支
所
に
移
す
考
え
は
？

で
あ
れ
ば
、
永
平
寺
町
が
続

く
限
り
、
上
志
比
支
所
機
能

を
存
続
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
。

意
味
合
い
か
ら
、
こ
の
地
で

本
庁
を
続
行
せ
ず
に
32
年
し

か
経
過
し
て
な
い
永
平
寺
支

所
に
本
庁
を
移
す
考
え
は
な

い
の
か
。

町
長　
い
ろ
ん
な
意
味
を

考
え
十
分
こ
れ
か
ら
検
討
、

研
究
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
が
続
く
限
り
、上
志
比
支
所
の

　
　
　
　
　

 

存
続
を
要
請
す
る
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一般質問

ハンドメイド風ふう

問　
東
日
本
を
襲
っ
た
大

地
震
、
大
津
波
そ
し
て
、
福

島
原
発
の
放
射
能
漏
れ
、
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
防
災
計
画
、
特
に
原
子

力
防
災
計
画
の
見
直
し
、
近

隣
の
自
治
体
と
の
連
携
を
も

含
め
て
、
広
域
的
に
見
直
す

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
東
日
本
大
震

災
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
や

先
人
の
知
恵
・
教
訓
に
よ
り

難
を
逃
れ
た
り
、
被
害
が
最

小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
た
地

区
、
ま
た
、
日
ご
ろ
の
災
害

訓
練
に
よ
り
大
勢
の
人
の
命

が
救
わ
れ
た
地
区
等
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
松
岡
町
で
は
、
福
井
大

震
災
や
水
害
、
永
平
寺
・
上

志
比
で
は
、
幾
度
か
の
水
害

を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
の
知
恵
や
教
訓
を
活

か
し
た
各
地
域
で
の
自
主
防

災
組
織
の
強
化
、
そ
し
て
新

た
な
「
防
災
訓
練
」
の
取
り

組
み
や
、
避
難
所
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

総
務
課
長　
今
回
の
震
災

を
受
け
ま
し
て
、
本
町
の
地

域
防
災
計
画
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
お
り
、
早
急
に
見
直
し
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
避
難
所
の
見

直
し
あ
る
い
は
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
対
す
る
対
策

問　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

の
目
的
、
そ
の
趣
旨
、
そ
の

対
象
者
は
、
そ
し
て
、
こ
の

事
業
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　
地
域

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
事
業
の

目
的
は
、
在
宅
の
高
齢
者
が

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
虚
弱
な
高
齢

者
や
家
族
介
護
者
が
主
で
、

地
域
の
な
れ
親
し
ん
だ
皆
さ

ん
と
サ
ロ
ン
に
よ
り
楽
し
い

※
こ
の
ほ
か
に
、
町
の
観

光
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

つ
い
て
、
上
志
比
地
区
の

河
内
川
、
南
河
内
川
の
災

害
対
策
に
つ
い
て
の
質
問

も
い
た
し
ま
し
た
。

問　
地
道
に
特
産
品
の
開
発

や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
団
体

等
に
対
し
て
、
そ
の
育
成
や

支
援
等
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

農
林
課
長　
永
平

寺
町
に
は
農
村
女

性
起
業
グ
ル
ー
プ

と
し
て
９
グ
ル
ー

プ
が
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

起
業
グ
ル
ー

プ
・
県
・
町
の
３

者
が
年
４
回
検
討

会
を
開
催
し
、
永

平
寺
町
の
現
状
報

告
、
他
市
町
の
起

業
グ
ル

ー
プ
の

取
り
組
み
等
の
情

報
交
換
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
町
内

の
起
業
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
活
動

状
況
な
ど
を
十
分

把
握
し
、
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
町
と
し
て
も
出
来
る
こ

と
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
し
て
の
計
画
の
見
直
し
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
訓
練
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
密
着
し
た
実
践
的
な

訓
練
を
や
っ
て
い
く
方
向

で
、
今
、
自
主
防
災
組
織
の

協
議
会
の
立
ち
上
げ
を
進
め

て
お
り
、
災
害
時
に
十
分
対

応
で
き
る
よ
う
な
訓
練
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
に
よ

り
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
健

康
状
態
の
チ
エ
ッ
ク
な
ど
、

地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
福
祉
と
な
っ
て
お
り
、
介

護
予
防
や
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
安

否
確
認

に
も
役

立
っ
て

い
る
と

思
わ
れ

ま
す
。

市右ェ門島サロン

斎藤  則男議員

問 自主防災組織の強化と新たな
「防災訓練」の取り組みや考えは

答 さまざまな面での見直しを進めます

町
の
防
災
対
策
の
見
直
し
は

福
祉（
サ
ロ
ン
）事
業
の
理
解
は

起
業
家
、起
業
グ
ル
ー
プ
に

　
　
　
　
　
　

 

支
援
を
!!
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一般質問

問　
町
は
国
体
を
目
標
に
し

な
く
て
も
、
常
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
見
据
え
て
も
ら
い
た

い
。
特
に
大
量
の
退
職
者
が

あ
る
中
、
職
員
採
用
を
年
に

よ
り
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ

う
、
平
均
化
し
た
計
画
を
持

ち
、
そ
の
中
に
町
内
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
に
も
、
全

国
ク
ラ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
、
特
別
枠
を
設
け
て
採
用

し
て
は
ど
う
か
。

　

本
町
職
員
に
も
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
育
成
を
は
じ
め
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

人
達
が
い
る
こ
と
は
心
強
い

こ
と
だ
。

総
務
課
長　

ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
指
導
者
の
採

用
は
、
専
門
的

な
資
格
を
持
っ

た
職
員
採
用
と

同
様
、
重
要
な

こ
と
で
す
。
県

内
の
自
治
体
が

連
携
し
、
業
務

を
実
施
す
る
、

事
務
の
共
同
化

の
中
で
考
え
ら

れ
な
い
か
、
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
採
用
の
平

均
化
も
、
専
門
職
員
も
含

め
、
計
画
的
な
採
用
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

町
長　
平
成
30
年
の
福
井

国
体
で
は
、
町
内
で
も
い
く

つ
か
の
競
技
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。
町

職
員
の
採
用
も
難
し
い
時
代

で
す
が
、
い
ろ
ん
な
形
で
仕

事
を
進
め
る
人
が
望
ま
し
い

と
思
っ
て
い
て
、
非
常
に
良

い
提
言
で
、
今
後
十
分
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
町
の
防
災
計
画
に
あ

る
“
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守

る
”
の
記
述
の
ね
ら
い
は
何

か
。

総
務
課
長　
災
害
で
は
自

助
、
共
助
、
公
助
と
い
う
形

で
対
応
が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
災
害
時
に
異
常
を
い
ち

早
く
察
知
し
、
正
し
い
行
動

で
自
分
の
命
を
守
る
と
い
う

考
え
で
す
。

問　
岩
手
県
釜
石
で
は

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い

う
言
い
伝
え
に
基
づ
い
た
地

道
な
訓
練
で
、
三
千
名
近
く

の
幼
児
や
小
中
生
の
殆
ど
が

被
害
か
ら
ま
ぬ
が
れ
た
こ

と
。
一
方
、
宮
城
県
石
巻
の

あ
る
小
学
校
で
は
、
子
供
や

先
生
の
多
く
が
津
波
の
犠
牲

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。

　

私
は
「
自
ら
の
命
は
自
ら

が
守
る
」
を
現
実
の
も
の
と

す
る
の
が
町
の
防
災
計
画
だ

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
今

回
の
災
害
の
教
訓
だ
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
町

の
防
災
計
画
の
中
に
指
摘
し

た
の
に
、
原
発
災
害
計
画
は

必
要
な
い
と
し
た
県
の
指
導

は
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
だ
。

問　
国
会
で
は
十
分
な
審
議

も
な
く
介
護
保
険
法
の
改
定

が
決
め
ら
れ
、
軽
度
者

に
は
利
用
し
に
く
く
な

る
方
向
が
示
さ
れ
て
い

る
。
町
の
選
択
で
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
が
変
わ
る

「
総
合
事
業
」
と
は
。

福
祉
保
健
課
長　
町

で
は
保
険
料
の
高
騰
を

抑
制
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
、
総
合
事
業
は
町

の
福
祉
事
業
充
実
で
対

金元  直栄議員

問 町職員の採用計画で、
国体目指したスポーツ振興を！

答 いい提言。今後十分検討していきたい

町
の
防
災
計
画
、地
震
や
原
発
事
故
等
で

見
直
す
べ
き
本
町
の
課
題
は
！

す
べ
て
の
分
野
の
見
直
し
を
予
定

松岡中学校部活

町
の
考
え
は
。

総
務
課
長　
今
回
の
大
震

災
を
教
訓
に
す
べ
て
の
面
か

ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
原
発
事
故
に
つ
い
て

も
、
防
災
計
画
の
中
で
取
り

上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
長　
学
校
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
も
現
在
行

っ
て
お
り
、
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。

介
護
保
険
、安
心
し
て
町
内
で

暮
ら
す
た
め
に
町
の
目
指
す
方
向
は
？

介
護
保
険
計
画
策
定
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
し
た
い健康診断

応
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
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一般質問

問　
募
集
要
項
の
中
身
を
相

当
数
の
時
間
を
か
け
て
協
議

し
た
も
の
の
、
ま
だ
問
題
は

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
は
あ

く
ま
で
も
介
護
予
防
、
健
康

増
進
、
余
暇
活
用
の
３
点
を

目
的
と
し
た
健
康
福
祉
施
設

と
言
う
け
れ
ど
、
そ
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー

は
お
寒
い
限
り
で
、
業
者
任

せ
。
健
康
づ
く
り
の
主
体
は

町
で
は
な
い
で
す
か
。

問　
幼
児
園
に
よ
っ
て
園

児
数
に
違
い
が
あ
り
す
ぎ
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
不
都
合
は

な
い
の
か
。

問　
遊
歩
道
沿
い
に
桜
の
並

木
を
と
い
う
提
案
も
あ
る
そ

う
で
す
が
、こ
れ
は
い
い
と
思

い
ま
す
。周
辺
の
住
民
の
理

解
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長　
地
元
で

用
地
に
花
壇
と
か
植
樹
と
い

う
箇
所
も
あ
り
ま
す
。地
元

の
活
性
化
協
議
会
と
十
分
相

談
し
て
い
き
ま
す
。

問　
駅
前
整
備
に
４
億
円

投
入
す
る
が
、ど
の
程
度
の

効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
疑

問
も
あ
り

ま
す
。
レ

ン
ガ
造
り

の
旧
変
電

所
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

し
て
も
、

ど
れ
だ
け

の
集
客
力

が
あ
る
の

か
。
駅
を

松川  正樹議員

問 永平寺温泉は本当に
健康福祉施設になり得るのか

答 施設を利用した福祉施策を進めます

　

０
歳
児
を
受
け
入
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
７
時
ま
で
延

長
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、

園
児
数
に
違
い
が
出
て
い

る
。
少
な
い
園
で
は
混
合
保

育
も
あ
る
。
混
合
保
育
の
良

さ
も
理
解
で
き
る
が
、
保
護

者
は
敬
遠
し
が
ち
、
ま
す
ま

す
減
っ
て
く
る
。
園
児
数

に
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
た
方
が

保
育
士
の
配
置
な
ど
に
も
都

合
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消
の
た
め

に
、
全
て
の
園
で
０
歳
児
Ｏ

Ｋ
、
７
時
ま
で
と
い
う
案
も

永平寺口駅

永平寺口駅前広場整備計画の
完成イメージ図

松岡西幼児園
　

町
と
し
て
健
康
教
室
以
外

の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

す
べ
き
で
す
。
せ
め
て
保
健

師
が
常
駐
で
き
る
こ
と
く
ら

い
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

健
康
施
設
室
長　
運
営
事

業
者
か
ら
の
提
案
を
見
て
、

町
か
ら
も
町
民
の
健
康
増
進

に
役
立
つ
施
策
を
出
し
て
い

き
た
い
と
今
考
え
て
い
ま

す
。

出
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
。

子
育
て
支
援
課
長　
園

児
数
が
多
い
園
で
は
、
ル
ー

ル
を
守
る
協
調
性
が
伸
ば
さ

れ
ま
す
。
少
な
い
園
で
は
家

庭
的
な
雰
囲
気
で
年
下
の
子

供
を
い
た
わ
る
心
が
出
て
き

ま
す
。

　

全
て
の
園
に
０
歳
児
と
な

り
ま
す
と
設
備
も
必
要
で

す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
な
ら
、
今
後
の
検
討
課
題

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
心
と
し
て
道
路
を
南
北
に

つ
な
げ
な
い
と
、駅
前
が
活

性
化
す
る
は
ず
が
な
い
。も
う

一
つ
は
東
古
市
全
体
の
再
開

発
が
カ
ギ
で
す
。東
古
市
は

成
長
の
潜
在
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。成
功
の
た
め
に
は
、東

古
市
の
人
口
を
増
や
す
こ
と

も
大
切
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　
永
平

寺
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
永
平
寺

口
駅
前
に
入
り
、
国
道
四
一

六
号
へ
の
接
続
道
路
は
駅
前

広
場
を
活
性
化
す
る
た
め
に

不
可
欠
で
す
。
東
古
市
全
体

の
再
開
発
も
区
画
整
理
を
し

た
ら
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
意
見
も
お
聞
き
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

赤レンガ倉庫

幼
児
園
の
園
児
数
に

　
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
は
な
い
か

多
い
、少
な
い
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
い
い
面
も
あ
る

※健康福祉施設整備室長を健康施設室長と略しています。

ー
永
平
寺
口
駅
周
辺
整
備
ー

４
億
円
投
入
の
費
用
対
効
果
は

　
　十
分
に
期
待
で
き
る
か
？

南
北
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
大
切
で
す

地
元
と
十
分
協
議
し
て
い
き
ま
す

※
そ
の
他
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
大
会
を
町
と
し
て
い

か
に
盛
り
上
げ
る
か
」
と

い
う
質
問
も
し
ま
し
た
。
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前号（第22号）の議会だより予算審議の学校教育課
（P8）、「定期代2000円を超える分に対して２割の補助
をしている」を「小中学生は定期代2000円を超える分に
対して全額の補助をしている」にご訂正願います。
深くお詫び申し上げますとともに、お知らせ下さいました
住民の方に厚くお礼申し上げます。

議会広報特別委員会

●お詫び

◆日程 ８月 30日(火) 10:00～ 本　会　議
 ９月 ５日(月)･６日(火) 10:00～ 一 般 質 問
  ７日(水) ９:00～ 予算特別委員会
  ９日(金) 14:00～ 本　会　議
  12日(月) 10:00～ 本会議（予備日）
◆場所 本庁役場３階　議場

永平寺町議会定例会開会永平寺町議会定例会開会

※本会議・予算特別委員会が生中継されます。
※日程などは、都合により変更となる場合がありますので、あらかじめご了承願います。

平成23年 第３回平成23年 第３回

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

00
26
00

39
00

51
00

39
00

55
00

03
00

47
00

00

８月12日（金）
①第2回町長招集あいさつ
文字告知放送
一般質問（1日目午前）
上坂久則議員　長岡千恵子議員
小畑伝議員
文字告知放送
一般質問（１日目午後①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
伊藤博夫議員　渡辺善春議員
文字告知放送
一般質問（１日目午後②）
川治孝行議員　斉藤則男議員
原田武紀議員
文字告知放送
一般質問（2日目午前）
酒井要議員　川崎直文議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目午後①）
松川正樹議員

文字告知放送
一般質問（2日目午後②）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送
予算特別委員会

文字告知放送

00

27
00

20
00
26
00

39
00

51
00

39
00

55
00

03

８月13日（土）
本会議　前半

文字告知放送
本会議　後半

文字告知放送
②第2回町長招集あいさつ
文字告知放送
一般質問（1日目午前）
上坂久則議員　長岡千恵子議員
小畑伝議員
文字告知放送
一般質問（１日目午後①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
伊藤博夫議員　渡辺善春議員
文字告知放送
一般質問（１日目午後②）
川治孝行議員　斉藤則男議員
原田武紀議員
文字告知放送
一般質問（2日目午前）
酒井要議員　川崎直文議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目午後①）
松川正樹議員

文字告知放送

時

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

時

00

47
00

00

00

27
00

20

00
26
00

39
00

51

８月14日（日）
一般質問（2日目午後②）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送
予算特別委員会

文字告知放送

本会議　前半

文字告知放送
本会議　後半

文字告知放送

②第2回町長招集あいさつ
文字告知放送
一般質問（1日目午前）
上坂久則議員　長岡千恵子議員
小畑伝議員
文字告知放送
一般質問（１日目午後①）
長谷川治人議員　多田憲治議員
伊藤博夫議員　渡辺善春議員
文字告知放送

00

39
00

55
00

03
00

47
00

00
00

27
00

20

８月15日（月）
一般質問（１日目午後②）
川治孝行議員　斉藤則男議員
原田武紀議員
文字告知放送
一般質問（2日目午前）
酒井要議員　川崎直文議員
上田誠議員
文字告知放送
一般質問（2日目午後①）
松川正樹議員

文字告知放送
一般質問（2日目午後②）
金元直栄議員　滝波登喜男議員

文字告知放送
予算特別委員会

文字告知放送
本会議　前半

文字告知放送
本会議　後半

文字告知放送

1ch　行政チャンネル週間番組表 ■放送期間
　2011年８月12日（金）～８月15日（月）

議会の情報を永平寺町のホームページで見ることができます

アドレスは　http://www.town.eiheiji.lg.jp/（永平寺町役場）
　　　　　　　　　　　　〔住民サービス〕→〔行政情報･議会〕→〔議会からのお知らせ〕

1ch　行政チャンネル週間番組表

　議会では、情報伝達スピード化、情報の共有、そして、経費削減のため、コンピューター
や携帯電話のメールやウェブを使ってのグループウェアの活用を進めています。
　電子化することによって、郵送費の削減はもちろんのこと、資料のデータ化による情報
の共有、紙の削減ができ、また緊急の行政情
報を議員が知ることもできるようになります。

　パソコンや携帯電話メールに不慣れな議員も多いなか、少しでも早く
慣れるように永平寺中学校のコンピュータールームをお借りして研修会
を開き、積極的にIT化を取り入れています。　　　　　　　（記　河合）



編集
後記

議
会
広
報
特
別
委
員

　
委 

員 

長

　
松

　
川

　
正

　
樹

　
副
委
員
長

　
長
谷
川

　
治

　
人

　
委

　
　
員

　
　
伊
藤

　
博
夫
・
小
畑

　
　
傳

　
　
金
元

　
直
栄
・
上
田

　
　
誠

　
　
河
合

　
永
充
・
川
崎

　
直
文

　
　
滝
波
登
喜
男
・
原
田

　
武
紀

　
　
長
岡
千
惠
子（
写
真
担
当
）

　今
は
何
を
話
し

て
も
、
人
が
集
ま

っ
て
も
大
震
災
と

原
発
災
害
、
こ
れ

ら
へ
の
対
応
が
話
題
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　特
に
原
発
災
害
の
深
刻
さ
に
は
、

目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。
目
に
見
え

な
い
放
射
能
汚
染
、
収
束
の
見
え
な

い
不
安
、
ふ
る
里
を
離
れ
て
の
生

活
。　原

発
の
安
全
神
話
の
上
に
「
想
定

外
」
の
無
策
が
も
た
ら
す
対
応
の
遅

れ
と
災
害
の
拡
大
。
一
方
で
目
を
覆

い
た
く
な
る
よ
う
な
国
政
の
い
ざ
こ

ざ
。　こ

ん
な
時
こ
そ
、
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
身
近
な
地
方
自
治
体
が
た
よ
り

で
す
。

　議
会
の
役
割
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
記

　金
元
）

永平寺町の点訳サークル「松岡サ
ンライト」をご紹介します。
　平成８年に発足し、町の広報紙
や「ほほえみ」、「ボランパ」ら
をはじめ、議会だよりも点訳して
頂いています。今では県立盲学校
図書館の本を点訳できるだけの実
力者ぞろいとなりました。毎月１
回の例会ですが、各自で家でも、点訳されて
います。その他の活動としては、町内の小学
校や児童館でも点字教室を開いているそうで
す。平成14年よりパソコン導入、平成19年
より音声で読み取り、見直しをするようにな
り、点訳もスピード化してきたとのことです
が、それにしても大変な作業かと思います。
心から感謝と敬意の意を表するものです。
　議会だよりにもいろいろとご意見を頂きま
した。親しみやすい、読んでもらえる紙面づ
くりに本当に役に立つことばかりでした。す
ぐに実行したいと思っています。
　議会だよりを点訳することによって「私た
ちも議会だよりを読むことで、傍聴にも出掛
けたし、より一層関心を持てるようになった
ことは収穫です」とのことでした。私たち議

会広報の委員として、私たちの発行する議会だよりを隅
から隅まで少なくとも３回は熟読するとお聞きしただけ
で感謝感激なのに、点訳される方々にとっても勉強にな
るとのこと、これ以上の喜びはありません。ありがとう
ございます。
　目の不自由な方々のためにということですので、どう
ぞ、点訳の議会だよりが御入り用の方は、ご遠慮なく議
会事務局あるいは社会福祉協議会にご連絡ください。ご
家族の方でも結構です。必ずご自宅までお届けいたしま
す。
　また、いつでも点訳サークルに入っていただくことも
大歓迎とのことです。活動場所は松岡公民館です。苦労
して点訳した本が出来上がった時は、達成感がみなぎ
り、快感と喜びが湧いてきますとのこと、私どもの方か
らもご入会をお願い申し上げます。　　　（記　松川）

講　師　勘　坂　一　子
代　表　武　信　チエ子
副代表　山　尾　ちえ子 会　計　室　林　洋　子
会　員　近　藤　節　子 会　員　寺　尾　さとみ
　〃　　中　谷　和　子 　〃　　森　　　ちさと
　〃　　伊　吹　多美子 　〃　　林　　　由美子
　〃　　石　井　美　鈴 　〃　　市　村　礼　子
　〃　　石　川　勝　代 　〃　　松　村　あけみ
　〃　　村　井　里　佳 　〃　　蓑　　　裕　美

点訳サークル松岡サンライト会員点訳サークル松岡サンライト会員

議会だよりもお世話になっています!!
点訳サークルのご紹介点訳サークルのご紹介「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」「松岡サンライト」

右側は点訳されたものです
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